
問 

　

市
長
は
「
子
育
て
す
る

な
ら
遠
野
市
で
」
を
キ
ャ

ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
と
し
て
さ

ま
ざ
ま
な
施
策
を
展
開
し

て
い
る
事
は
評
価
で
き

る
。
し
か
し
、
か
つ
て
は

乳
幼
児
へ
の
医
療
費
助
成

制
度
が
注
目
さ
れ
た
遠
野

市
で
は
あ
っ
た
が
、
中
学

生
ま
で
の
医
療
費
全
額
助

成
自
治
体
が
珍
し
く
無
く

な
っ
た
今
日
で
は
更
な
る

拡
充
が
望
ま
れ
る
。

答 

　

子
育
て
世
代
の
医
療
費

の
経
済
負
担
は
、
切
実
な

問
題
で
あ
る
。
乳
幼
児
・

小
中
学
生
医
療
費
給
付
事

業
の
拡
大
に
つ
い
て
は

「
と
お
の
わ
ら
す
っ
こ
プ

ラ
ン
」
の
中
で
総
合
的
に

判
断
す
る
。

商
店
街
の
新
た
な

振
興
策
は

問 

　

遠
野
市
は
「
快
適
ス
マ

イ
ル
応
援
事
業
」
と
し
て

個
人
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
に

対
す
る
助
成
事
業
を
行
っ

て
お
り
、
事
業
利
用
者
か

ら
好
評
で
あ
る
。
同
様
の

事
業
を
群
馬
県
高
崎
市
で

は
個
人
経
営
の
小
売
業
、

宿
泊
業
、
飲
食
サ
ー
ビ
ス

業
、
生
活
関
連
サ
ー
ビ
ス

業
な
ど
を
営
む
業
種
へ
導

入
し
て
お
り
、
商
店
街
振

興
策
と
し
て
全
国
か
ら
注

目
を
さ
れ
て
い
る
。
検
討

の
価
値
が
あ
る
の
で
は
な

い
か
。

答 
　

中
心
市
街
地
活
性
化
の

た
め
、
こ
れ
ま
で
の
商
店

街
振
興
策
に
さ
ま
ざ
ま
な

検
討
を
加
え
、
全
面
的
見

直
し
を
図
り
再
構
築
す

る
。

問 

　

安
倍
政
権
は
、
こ
れ
ま

で
の
政
府
の
憲
法
解
釈
を

大
き
く
変
え
、
集
団
的
自

衛
権
の
行
使
を
可
能
と
す

る
解
釈
改
憲
を
公
然
と
表

明
す
る
な
ど
、
海
外
で
戦

争
の
で
き
る
国
へ
と
変
質

さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
。

戦
前
戦
中
を
体
験
し
て
き

た
市
民
の
中
か
ら
も
戦
前

回
帰
を
図
る
、
安
倍
政
権

へ
の
懸
念
が
高
ま
っ
て
き

て
い
る
。

答 

　

過
去
の
悲
惨
な
戦
争
の

教
訓
か
ら
、
日
本
国
憲
法

に
お
い
て
、
世
界
人
類
の

平
和
と
共
存
を
願
う
戦
争

放
棄
を
う
た
い
、
国
際
社

会
の
中
で
も
平
和
国
家
と

し
て
の
信
頼
を
得
て
き
た

歴
史
が
あ
る
。
集
団
的
自

衛
権
の
問
題
に
つ
い
て

は
、
日
本
の
将
来
を
左
右

す
る
重
大
な
案
件
で
あ

り
、
慎
重
な
審
議
が
求
め

ら
れ
る
。

集
団
的
自
衛
権
に

対
す
る

市
長
の
見
解
は

小松　大成 議員
（無会派）

一括質問方式 一括質問方式

乳児・小中学生医療費
給付事業の拡充の考えは

問 

　
「
消
防
団
を
中
核
と
し

た
地
域
防
災
力
の
充
実
強

化
に
関
す
る
法
律
」
は
、

消
防
団
を
「
将
来
に
わ
た

り
地
域
防
災
力
の
中
核
と

し
て
欠
く
こ
と
の
で
き
な

い
代
替
性
の
な
い
存
在
」

と
し
て
位
置
付
け
、
消
防

団
員
の
退
職
報
奨
金
は
引

き
上
げ
が
さ
れ
た
。
地
方

自
治
体
に
は
、
報
酬
な
ど

処
遇
改
善
や
訓
練
支
援
な

ど
の
責
務
を
課
し
て
い
る

が
、
今
後
消
防
団
員
の
処

遇
改
善
に
ど
う
対
応
す
る

か
。答 

　

災
害
警
戒
活
動
や
、
捜

索
活
動
の
安
全
確
保
の
た

め
、
３
年
計
画
で
雨
合
羽

の
貸
与
を
始
め
た
。ま
た
、

女
性
の
消
防
団
員
の
必
要

性
か
ら
消
防
職
員
を
募
集

し
て
い
る
が
、
昨
年
度
は

応
募
が
な
か
っ
た
。
報
酬

等
処
遇
改
善
は
、
今
後
の

課
題
で
あ
る
。

問 

　

支
援
を
受
け
た
い
と
要

望
す
る
方
や
、
子
ど
も
た

ち
に
も
常
時
携
帯
で
き
る

カ
ー
ド
の
配
布
を
求
め
た

い
が
ど
う
か
。

答 

　

高
齢
者
や
災
害
弱
者
の

サ
ポ
ー
ト
と
し
て
、
災
害

時
の
要
援
護
者
名
簿
の
作

成
や
、
遠
野
市
社
会
福
祉

協
議
会
と
の
連
携
で
、
安

心
箱
や
「
緊
急
連
絡
カ
ー

ド
」
を
配
置
し
て
い
る
。

障
害
者
や
高
齢
者
に
限
ら

ず
、
支
援
が
必
要
と
思
わ

れ
る
方
の
意
向
を
確
認
し

な
が
ら
「
福
祉
票
」
へ
の

登
録
を
進
め
る
。

問 

　

高
齢
化
社
会
の
進
展
に

伴
い
、
読
み
書
き
支
援
の

必
要
性
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。
当
市
で
は
、
代
読
、

代
筆
支
援
体
制
は
必
要
な

い
か
。

答 

　

地
区
セ
ン
タ
ー
や
ふ
れ

あ
い
ホ
ー
ム
の
関
係
者
、

地
域
関
係
者
と
連
携
を
取

り
な
が
ら
、情
報
を
把
握
、

共
有
し
、
地
域
住
民
が
支

え
合
い
な
が
ら
、
高
齢
者

が
読
み
書
き
に
困
ら
な
い

支
援
体
制
を
検
討
し
た
い
。

ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
の

振
興
策
は

問 

　

ソ
チ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で

は
、
逆
境
を
乗
り
越
え
限

界
に
挑
む
輝
き
、
家
族
の

き
ず
な
や
地
域
の
サ
ポ
ー

ト
、
指
導
者
の
重
要
性
、

メ
ダ
ル
は
取
れ
な
く
て
も

人
間
勝
利
者
と
し
て
の
輝

き
等
な
ど
、
生
き
た
教
材

で
あ
っ
た
。
ジ
ュ
ニ
ア
ス

ポ
ー
ツ
振
興
の
た
め
に

は
、
就
学
前
か
ら
小
中
学

校
時
代
が
重
要
と
感
じ

た
。教
育
行
政
方
針
で
は
、

教
育
環
境
の
充
実
が
述
べ

ら
れ
た
が
。

答 

　

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
東

北
大
会
、
全
国
大
会
の
参

加
も
増
え
て
い
る
。
こ
れ

も
指
導
者
の
力
に
よ
る
も

の
で
あ
る
。
指
導
力
向
上

の
た
め
、
研
修
開
催
、
資

格
取
得
の
た
め
の
講
習
受

講
の
助
成
、
ト
ッ
プ
ア
ス

リ
ー
ト
の
招
へ
い
も
行
っ

て
い
る
。
さ
ら
に
、
大
き

な
舞
台
で
活
躍
で
き
る
よ

う
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
を
推

進
す
る
。

防
災
力
の
強
化
と

消
防
団
の

処
遇
改
善
は

石橋　達八 議員
（無会派）

携帯できるカードの
配布を求めたいがどうか

熱心にひなまんじゅう作りをする子どもたち

防災訓練でのひとコマ

23 22とおの議会だより とおの議会だより

市政を問う 市政を問う
（文責本人） （文責本人）


